






































































































































































































































●：J 普通食 ,  ▲：K きざみ食 ,  ■：Y やわらか食
二元配置分散分析結果（パネル×試料）：試料 p<0.05
試料間の検定結果：* p<0.05,  ** p<0.01（スチューデント化された範囲 q を用いて検定）



































































































































































　　　　　　高齢者 ： ● J 普通食 ,   ▲ K きざみ食 ,   ■ Y やわらか食 （図 1 データ再掲）
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